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指定管理者による公の施設の管理運営状況 

令和４（2022）年度 

施設名 栃木県中央公園 

施設所管課 県土整備部都市整備課 

指定管理者 栃木県中央公園指定管理グループ 

・栃木県造園建設業協同組合（法人番号8060005000511） 

・株式会社大高商事（法人番号1060001000967） 

指定期間 平成31（2019）年4月1日～令和11（2029）年3月31日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 宇都宮市睦町２－５０ 

施設の概要 

 

 

 

 

① 指定管理者による管理面積 ９．５ｈａ（栃木県立博物館を除く。） 

② 主要な施設 

    正面入口広場、中央広場、記念広場、面影広場、芝生広場、こども広場、 

  日本庭園、野点広場、沈床園、昭和大池、むつび池、面影池、ロックガーデン、 

  旧宇都宮商工会議所ポーチ、緑の相談所、県立博物館 等 

業務内容 

 

① 公園の維持管理に関する業務 

② 公園の運営に関する業務 

 

２ 収支の状況 

 令和４（2022）年度                                                           （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理
※２ 

 指定管理料 ６４，４００  

 

 

 

 

指

定

管

理
※２ 

 事業費 ８，４８９ 

 利用料金収入 ０  管理運営費 ２７，５０７ 

 その他収入※１ １，５７１  人件費 ３１，６７５ 

   その他支出※１ ２７ 

 合計 ６５，９７１  合計 ６７，６９９ 

指定管理業務収支差額① ▲１，７２８   

自主事業 ３，００３  自主事業 １，１０２ 

自主事業収支差額② １，９０１   

収支差額（①＋②） １７３   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 

・雑収入 １，５７１千円 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 

・租税公課費    ２７千円 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 令和３（2021）年度（前年度）                                                  （千円） 

収入  支出 

指
定
管
理 

※2 

 指定管理料 ６４，４００  

 

 

 

 

指
定
管
理 

※2 

 事業費 ８，２４７ 

 利用料金収入 ０  管理運営費 ２４，１５９ 

 その他収入※１ １  人件費 ２９，７１９ 

   その他支出※１ ３２ 

 合計 ６４，４０１  合計 ６２，１５７ 

指定管理業務収支差額① ２，２４４   

自主事業 ３，１３１  自主事業 ２３５ 

自主事業収支差額② ２，８９６   

収支差額（①＋②） ５，１４０   

備考（※1 その他収入の主なものを記載） 
・利息     １千円 

 

 

備考（※1 その他支出の主なものを記載） 
・租税公課費     ３２千円 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 

３ 利用状況 
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 令和３（2021）年度 

（前年度） 

令和４（2022）年度 

 

公園利用者 ３１３，３２３人 ３２３，３０７人 

 

施 設 名 令和３（2021）年度 

（前年度） 

令和４（2022）年度 

 

 

 

緑の相談所 

 

 

相談件数 ５５６件 ４４１件 

催し物回数 

（延べ人数） 

２７回 

（３６，０５２人） 

４２回 

（３９，７４８人） 

講習会回数 

（延べ人数） 

２１回 

（４３０人） 

２８回 

（５０５人） 

グリーンカレッジ講習会回数 

（延べ人数） 

１０回 

（１８２人） 

１２回 

（２３７人） 

 

 

 

４ サービス向上に向けた取組 

(1)年末年始（12月29日～１月３日）の開園 

(2)公園管理事務所の開所日の年中無休化 

(3)わかりやすく目線に止まる掲示物の掲示 

 ・樹木・草花の案内や質問のあるものについては、相談所窓口に園内案内や解説を掲示したほか、 

既存の樹木名板の適切な位置への移動や、草花の名称プレートを追加設置した。 

 ・窓口に園内マップを掲示し、施設案内や草花名称、開花状況、見所等の情報提供を行った。 

 ・ウォーキングルート・距離を示した園内マップを園路沿いの案内板に設置した。 

 ・車いすの貸し出しや、緑の相談所入口に車いすで通れる園路を表示した園内マップの掲示を行っ 

た。 

(4)安全性の向上 

 ・定期的なパトロールを実施するとともに、不審な情報等が入った場合には、職員を増やし警戒に 

当たることにより、犯罪等を未然に防止するよう努めた。特に東日本大震災後は、夜間照明の共 

用停止のため夜間巡視業務を強化している。 

 ・施設点検マニュアルを作成し、始業・終業の安全点検及び定期点検を徹底した。 

 ・避難誘導マニュアルを作成し、防災訓練を実施するなど、公園利用者への迅速な対応に備えた。 

 ・園内および境界沿いの危険個所の早期発見と処置（修復）を迅速に行い、安全確保に努めた。 

(5)新型コロナウイルス感染症対策 

 ・国及び栃木県の指針や業種別ガイドライン等を基に新型コロナウイルス感染症（指定感染症）の 

対応マニュアル(感染予防対策、感染者発生時の対応策、業務継続体制の確保)を作成し、それに 

準じた速やかな対応を行った。マニュアルは、感染状況に合わせて常に現状に即したものとし 

た。 

 ・催物（イベント等）を開催する際は、感染防止策として栃木県の開催基準や留意事項を遵守し、 

参加者が多くなる場合は人数制限や通行規制など適切な対応措置をとった。 

 ・栃木県から緊急事態宣言発出に伴う感染防止対策の指示があった場合は、速やかに対応措置を行 

った。 

 ・新型コロナウイルス感染防止対策取組宣言運動に積極的に参加し、「感染防止対策取組宣言書」

「ステッカー」を公園内の見える場所に掲示した。 

(6)快適性の向上 

 ・「魅せる公園」を意識し、修景の観点を考慮した上で、株高になった低木や繁茂した草本類の大 

きさや立体的バランス・見通しに注意し、強剪定・刈込、密度調整等を実施した。 

 ・日本庭園の庭門の修繕を行った。 

 ・転倒防止のため、管理棟前の広場や中央広場の御影石を洗浄し、転倒注意の表示板を置いた。 

・分煙を徹底し、パトロールを徹底した。 

 ・シルバー人材センターの得意部門を利用して、「公園の顔」といわれるトイレの清掃を徹底して 

実施するとともに、トイレサービスチェックリストを拡充した。 

 ・面影池の整備・清掃を重点的に行った。 

 ・昭和大池の水質汚濁と悪臭の防止を行い、水質改善を行った。 
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 ・危険性をはらんだ樹木（衰退木・損傷木・競合木等）の確認及び処理撤去を行い、安全な環境を

提供した。 

(7)広報宣伝活動の拡大 

 ・イベントカレンダー等のリーフレットや新聞による情報提供を行った。 

 ・定期的なウェブページの更新とともに最新情報を随時掲載した。 

 ・中央公園オリジナルのカレンダーを作成し、県関連施設や近隣施設へ配布した。 

 ・公式Twitter及びInstagramのアカウントを開設し、園内の見どころ等の情報発信を行った。 

(8)緑の相談所事業の改善  

・ウェブサイトにおいて、緑の相談受付および講座申込受付を行った。 

 ・緑の相談所主催講座の内容の改善や新規講座の企画につなげるため、受講者に対しアンケートを 

実施した。 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

・管理事務所に意見箱を常時設置し、ご意見票を回収 

  回収件数  ５７件 

主なご意見票の項目 良い 良い方 あまり良くない 悪い 

 

公園内はきれいでしたか 

 

公園の管理状況はいかがでしたか 

 

花壇や樹木などの植物の管理状態は

いかがでしたか 

 

スタッフの対応はいかがでしたか 

 

 

３６．７％ 

 

３５．７％ 

 

３８．１％ 

 

 

２９．４％ 

 

 

４４．９％ 

 

５０．０％ 

 

５２．４％ 

 

 

６１．８％ 

 

 

１４．３％ 

 

１４．３％ 

 

７．１％ 

 

 

８．８％ 

 

 

４．１％ 

 

０．０％ 

 

２．４％ 

 

 

０．０％ 

 
 

 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

・故障中の遊具の早急の修理をお願いします。 

 

・駐車場の車の区切り線（白線）の塗り替えをお願いし

ます。 

・更新いたしました。 

 

・検討いたします。 

 主な利用者意見（積極的評価） 

・スタッフの方がとても親切で癒やされました。 

 

・季節が感じられ、居心地が良かった。 

 

６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・専門的な造園技術により、景観上バランスの取れた剪定・刈込を実施するとともに、樹木医など専

門家の意見や診断により減退樹木の適切な治療処理を行った。 

・園内の落ち葉を集積・腐葉土化した後、堆肥やマルチング材として園内植物に施用し、自然資源の

循環を図った。また、落ち枝・剪定枝を粉砕し、落ち葉同様にマルチング材として施用した。 

・夏の「ミストゾーン」、冬の「雪吊り」等特色ある環境イベントを企画・実施した。 

・公園の利用促進を図るため、県立博物館と連携してキノコ観察会を実施した。 

・10月22日に、開園40周年記念イベントとして、同じく開館40周年を迎えた県立博物館と連携し、 

「中央公園ウォークラリー」を実施した。 

 良好な園内環境に向けた取組 

・良好な園内環境の維持管理 

  芝生地、植栽樹木の育成管理、花壇管理等花修景、トイレ清掃 

・環境問題への取組 
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  省エネ、省資源、ゴミ問題への取組 

  今後改善・工夫したい事項 

・「魅せる公園」を意識し、造園の専門技術を駆使した景観維持の植栽管理を実施していきたい。 

・ウェブサイトの、季節の花や実などを紹介した園内植物の掲載内容を充実していきたい。 

・広報宣伝について、県南及び県北地域に所在する栃木県造園建設業協同組合員の協力を得て、ポス 

ターやパンフレットを用いた広報を展開していきたい。 

・ＳＮＳの特性を活かしたタイムリーな情報発信を行い、新規利用者の誘致を図りたい。 

・高齢者や障害者の利用が増加傾向にあることから、車いすの利用やリハビリ目的の利用にも細心の 

注意を払い、思いやりのある対応をしていきたい。 

・暦の行事（雛祭り、端午の節句の鯉のぼり飾り、七夕飾り等）や自然素材を用いた木の実の工作 

等、家族で楽しめるようにイベントを充実させたい。 

 

７ 所管課室による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の

平等利用の

確保 

① 住民の平等利用が確保されたか。 適切に実施されている。 B 

② 使用許可に関する権限が適正に行使

されたか。 

 
－ 

③ 高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか。また、平等利用が確保で

きない場合の対応は適切か。 

高齢者や身障者に対し配慮するなど事

業計画書どおりされている。 B 

２．施設の

効用の最大

限発揮 

① 施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか。 

事業計画に基づき、施設の設置目的に

沿った業務が実施されている。 
B 

② 施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか。 

快適な散策環境の提供に努めたほか、Q

Rコードを活用した利用者ニーズ把握に

努めるなど満足度向上に取り組んだ。 

B 

③ 利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか。 

利用者の満足度が総じて高かった。 
B 

④ 利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか。 

要望・苦情に対して、適切且つ迅速に

取組み対応している。 
B 

⑤ 施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか。 

日常・定期点検を実施し、その記録が

保管されているとともに、管理打合せ

簿にて修繕の提案・修繕実施報告され

、その修繕履歴が適切に保管されてい

る。また、備品の管理は適切に実施さ

れている。 

但し、７月にマンホール蓋による事故

が発生している。 

C 

⑥ 指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか。 

立入禁止措置および注意看板を現地に

設置すると共に、注意箇所を標示した

ハザードマップを園内掲示板等に掲示

し、公園利用者に周知した。 

B 

３．管理を

安定的に行

う物的人的

基礎 

① 組織体制は適正か。 当該業務を概ね適切に遂行できる組織

となっている。 
B 

② 収支は適正でバランスがとれたもの

か。 

概ね適正である。 
B 

③ 経費の縮減に取り組まれてきたか。 冷暖房の設定温度、外灯の照明時間な B 
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どの調節を適切に行い、節電に努めた

ほか、来園者に持参ゴミの持ち帰りを

呼びかけるなど、経費削減に取り組ん

だ。 

④ 人材育成は適切に実施されている 

か。 

公園管理に必要な資格の取得や技術と能

力を向上するため、事業計画書に基づい

た研修を実施した。 

B 

⑤ 危機管理体制（事故、緊急時の対応

）は確保されているか。 

緊急時連絡体制により、関係部署との

連絡体制は確保できている。ただし、

安全管理が適切に行われず、利用者が

被災する事故が発生した。 

C 

⑥ 県や関係機関との連携体制は確保さ

れているか。 

県や関係機関と連携し、管理運営を行

っている。 
B 

４．個人情

報保護 

① 個人情報の保護についての措置が計

画どおり実施されているか。 

個人情報の保護に関する要領を定め、

適切に保護をしている。 
B 

② 情報公開は適切になされているか。 情報公開事務処理要領を定め、適切に運

用している。 
B 

５．その他 

 

① 施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか。 

適切な自己評価が行われた。 
B 

② 自主事業が計画どおりに実施されて

いるか。 

コロナ渦により中止になったものも多

くあるが、可能なものは感染症対策を

行ったうえで適切に実施した。 

B 

③ イベント等を実施している場合は、地域

との連携が図られているか。 

催し物は地域住民や団体、講座は県内

在住の講師と連携し実施している。 
B 

④ 環境への配慮（騒音・光害対策、ご

み削減等）がなされているか。 

公園利用者にはゴミの持ち帰りをお願

いしたり、公園内の落ち葉は堆肥化リ

サイクルを行い有効活用している。 

B 

⑤ その他管理運営上の特記事項 新型コロナウイルス感染症対策の徹底

に努めた。 

「愛パークとちぎ」の周知や、活動団

体のサポート等を実施している。 

B 

総合的な評価 

全般的におおむね良好な管理運営状況である。園内の草花を案内・解説する掲示板を設置したり、「

魅せる公園」を意識し、修景の観点や利用者の安全性を考慮した剪定などの管理を行う等、公園利用

者目線の管理に努めた結果が公園利用者の満足度を上げていると思われる。 

 今後とも優れた専門性を生かし、より高い水準の景観と公園の魅力を維持し、ますます県民に親し

まれる公園となるよう取り組んでほしい。 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｃ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して著しく劣る取組となっている。 


